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企画展「ミュージアムとの創造的対話０４」の開催について 

 

令和５年１１月１５日 

博 物 館 

参加型の展示、ワークショップ、プロジェクトなど、体験やコミュニケーションを通し

て、ミュージアムの可能性を考える機会にしていただく企画展を開催します。 

１ 会期 

令和５年１１月２６日（日）から１２月２８日（木）まで（３２日間） 

〔休館日：１２月１１日〕 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第１･第２特別展示室、中庭、鳥取県内のマクドナルド 

３ 主催 

創造的対話展実行委員会(鳥取県立博物館､日本海テレビジョン放送株式会社) 

４ 観覧料 

一般７００円（前売・大学生・７０歳以上・団体：５００円） 

(高校生以下、学校教育活動での引率者、障がいのある方、難病患者の方、要介護者等及

びその介護者は無料) 

５ 関連事業 

アーティストトーク、ライブレクチャー等のトークイベントを実施 

 

＜概要＞ 

「ミュージアムとの創造的対話」は、ミュージアムを巡る問いを契機に、国内外の優れたアー

ティストによる実験的で多彩な表現を展示室の内外に展開させることで、思考を促し、人やモノ、

場との対話を重ねながら、その現代的な意味を探ることを目的としたシリーズ企画展です。 

第４回目の今回は、「ラーニング／学ぶこと」と「シェアリング／共有すること」をテーマに、

国内外の第一線で活躍するアーティスト３名／組が、参加型の展示、ワークショップ、プロジェ

クトなどを提供します。 

 

＜出品作家と主な展示作品＞ 

・リクリット・ティラヴァニ（１９６１年アルゼンチン生まれ） 

卓球がプレーできる大型インスタレーションを展示。 

また、鳥取を訪れた印象を元に詩を製作し、印刷したエコバッグを参加者が持ち帰るとい

う、美術館と日常をつなげるプロジェクトも実施する。 

・小沢剛（１９６５年東京生まれ） 

好きな人の顔を描き、巨大なポストに投函する子どもを対象とした参加型作品を展示。 

また、小沢剛が主宰するグループ「ヤギの目」は、会期中、鳥取県立美術館の形状を模し

たヤギ小屋を博物館中庭で公開制作する。 

・高山明（１９６９年生まれ） 

演劇ユニット「Ｐｏｒｔ Ｂ」として、マクドナルドラジオ大学（世界各地の移民や難民

によるスマートフォンで聴講できる講義）を県内のマクドナルド１０店舗で展開する。 

また、本展のために制作した鳥取県内在住者による３講義が初公開される。 

 






